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笠原芳光
笠原:笠 原芳光 と申 します。京都精華大学 に長年勤 めて定年退職 い
た しました。専攻 は宗教思想史です。何故私が ここに呼 ばれたか とい
うと、金先生のお話 にあったか と思 うんで すけれ ども、「『日本的 キ リ
ス ト教』批判」 とい う論文 を30年 ほど前、 同志社大学人文科学研究所
の 『キ リス ト教社会 問題研究』22号 に書 いたんですが、それを読 まれ
て、 自分 の話 と関連 があるので、出て来 い と言われた ように思 います。
それで まず、 日本的 キ リス ト教 とは何か とい うことですが、「日本 の
伝統的な精神、思想、宗教 とキ リス ト教 との接触 をはか る思想 の総称
で ある」 とい う風 に思 い ます。広義 の もの と、狭義の ものが あ りまし
て、 日本 とい うことを自覚 したキ リス ト教 というこ とを、 内村鑑三、
或 いは矢 内原忠雄 が言 ってお ります。「外 国 の仲人 を経 ず して、直 に
神 よ り受 けた基督教」 とい う言葉 を内村鑑三 は大正9年 に言 ってい ま
す。「日本 的基督教」 とい う題 の文章です。或い は、「西洋 の宣教師か
ら支配、干渉 を受 けないで、 自由、独立 に伝道 し、研究 するキ リス ト
教 」 とい う意味の ことを矢内原忠雄 は昭和9年 に 「基督教的 日本 」 と
い う文章 で語 ってい ます。 これ らは広 い意味の 日本 的キ リス ト教 です。
狭 い意味 の 日本的 キ リス ト教、 これが問題 なんですが、 それ は、 日本
の伝統的 な思想 とキ リス ト教 との接合、或い は混 淆 をはか る、そ うい
うキ リス ト教の考 え方です。 この代表的な人 物が、海老名弾正 であ り
ます。 この人 は、例 えば、神道、儒教、仏教 、耶蘇教(キ リス ト教)
の神 は、異名同体 で ある と、名前 は異 なってい るけれ ども一つ なんだ
とい うことを、既 に明治30年 に 「日本宗教 の趨勢」 において語 ってお
ります。 また、 その弟子であ る渡瀬常吉 とい う人 は、天御中主(ア メ
ノ ミナカヌシ)と い う神道 の神、 これ は最 高神 的な存在 なんです。 そ
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れか ら高皇産霊(タ カ ミム ス ビ)、 神皇産霊(カ ン ミムス ビ)と い う
所謂産霊神 というのがあ ります。 それ と天照大神(ア マテ ラスオオカ
ミ)、 この三つ を三位一体 とい うキ リス ト教 の教義 にあて はめて、昭
和9年 に 『日本神学の提 唱』 で言 っている。 これは狭 い意味 の日本的
キ リス ト教 の思想です。 この ような狭義の 日本 的キ リス ト教が侵略戦
争のイデオ ロギーの一つ にな った とい うこ とは、言 えるで しょう。で
すか らその点 では、特 に狭 い意味 の 日本的キ リス ト教 とい うのは、今
日において も批判 され るべ きものであ ると思 うんです。 しか し日本的
キ リス ト教 と申 します けれ ども、それな らですね、 はた して何々的 キ
リス ト教で ないキ リス ト教が あるか とい うことです。例 えば、韓国 の
キ リス ト教 に も韓 国的 キ リス ト教 とい うものがあ ると思い ます。 とこ
ろでル ドル フ ・ブル トマ ン とい う聖書 学者が、戦 後1949年 に、 『原始
キ リス ト教』 とい う本 を著 しまして、 これは翻訳 もあるんですが、 そ
の中に、 キ リス ト教 はユダヤ教 とギ リシア思想 とオ リエ ン トの密儀宗
教、 それ らの混淆現象 である とい う ことを言 ってお ります。 それか ら
考 えます と、 キ リス ト教 の教義ですね、贖罪 と復活 とい う、イエスが
十字架 にか かって死 んだ ことが罪の贖いである とか、イエス は死後、
復活 した とい う教義、いずれ も神話です けれ ども、或い は終末思想 と
か、或 いは選民思想 とか、或 いはイエス はキ リス トで あって、神 であ
ると同時に人間で あるとい う神人両性の思想、或い は三位 一体 とい う
ような教義 ですね。或 いは、例 えば洗礼 とか聖餐 とかい う儀礼、お よ
び、例 えばカ トリック教会 の ように教皇 とい うもの を頂点 に立てた ヒ
エ ラルキー とい う制度や組織、 こういうものにはすべ て、 キ リス ト教
以外の諸宗教 の、或 いは諸文化 の思想が多 く混入 している と思い ます。
それがキ リス ト教 なのです。19世 紀 のフレーザーの 『金枝篇』 を読 み
ます と、キ リス ト教 の今申 し上 げた ようなことは多 く、 ギ リシアや 白
一マやオ リエ ン トな どの思想 にあった と言 ってい ます。 その意味で、
純粋 なキ リス ト教 というの は一体 あ るのか とい う問題 です。 キ リス ト
教 は権威 主義の宗教 だ と思 うんです。特 にですね、パ ウロ とい う人物
はイエス に会 った ことのない、イエスの死後 に弟子 になったのです け
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れ ども、 このパ ウロが、お もにキ リス ト教 を作 った といって もよい。
イエスが作 ったので はあ りませ ん。 イエ スは権力否定 の思想者であ り
ました が、パ ウロは 「ローマ人への手紙」の13章 で 「人 はすべて上 に
立 つ権威 に従 うべ し」 と言っています。神 によって立 て られた権威 、
当時のローマ皇帝 を始 め とす る権威 に従 うべ きだ とい うことを述べて
いる。 こうい うキ リス ト教 の思想が当初か らあ るわ けです。その よう
に してキ リス ト教 とい うのは紀元1世 紀 にイスラエル に発生 したので
すけれ ども、 その後 、パ ウロな どの伝 道 によ りましてローマ に伝 わ り、
ローマ も遂 にキ リス ト教 を公認せ ざるを得な くなった。 さらにヨーロ
ッパ にわた り、 そして その土地 の宗教 を征服 し、或 いはそれ と混 淆 し
た。最近 ヨー ロッパ で は、キ リス ト教以前のケル ト文化やゲルマ ン文
化、 あるいは ドルイ ド教 とい う森の宗教 な どの研究が非常 に進んでい
ますが、 そうい うもの を滅 ぼ して、或い はそれ と混淆 して、キ リス ト
教 は ヨーロ ッパ に広が った。 これが ヨー ロッパ 的キ リス ト教です。 そ
れはフランス的キ リス ト教、 ドイツ的 キ リス ト教等 になってい る。 さ
らにアメ リカ にわた り、アジア、ア フ リカにわたって、各地でそ うい
う何々的 キ リス ト教 とい うものになってい る。 こういうキ リス ト教 と
い うのは一体何 であ るか。 それ は日本 だ けじゃないんです、侵 略戦争
を行 った国家 はキ リス ト教 の歴史 を通 じて非常 に多 いんです。 イギ リ
ス も、 フランス も、或 いは南米 において も、侵略戦争が キ リス ト教 の
イデオ ロギー によって行 われ た、 こうい う問題 です。 こうい う根本的
な ことか ら考 えない といけない と思 います。最後 に言 いたいの は、イ
エ ス という人 はキ リス ト教 の創始者で はないんです。 キ リス ト教 の開
祖 とされてい るけれ ども違 うんです。イエスは 自らを救主、すなわち
宗教的権力者 を意味 す るキ リス トとは言わなかった、思わ なか った。
またイエ スは洗 礼 を受 けたけれ ど人 には洗礼 をさず けなか った とい う
のが最新 の聖書学の研究成果 です。ですか ら、 イエ スは権力否定 の 自
由な、 そのような精神 で人々 を救 った根源的な宗教性 の人物 です。 キ
リス ト教 を根本 的 に改革 するためには、 そのイエスに帰 るべ きです。
パ ウロや原始教団 に帰 っては駄 目だ と私 は思い ます。 その意味で、 日
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本 的キ リス ト教 も何 々的キ リス ト教 もイエスに帰 る ことによって、 は
じめて新 しくなる。イエスの思想 はいわ ゆる宗教で はないんです。イ
エス は宗教性で あって、制度、教義、儀礼 とい うものを全 く必要 とし
ない、 そ ういう新 しい人 間であ りました。
南 富鎮
南:筑 波大学の南富鎮です。 この三 日間の発表 を聞いて感 じたの は、
多 くの発表が、 ほ とん どの発 表がそ うだった と思 うんですが、韓国の
近代、 あるいは近代文化、近代文学 とい う用語 を自明の もの として語
っている ことです。植民地 の近代化論 もそ うですが、すでに近代 とい
う枠組 みで植民地期 を語 っている印象 で した。果 た してそ うなのか。
近代 とい う形で、 その ような実態が あったのか、 自分 な りでいろいろ
考 えてみま した。現在 、モダニズム、 ポス トモダニ ズム、 コロニ ア リ
ズム、 ポス トコロニア リズムな どと、い ろいろ言わ れているのですが、
もしも、近代 とい うものが存在 しない とい うことになる とそれ に対 し
てのポス トという概 念 もな くなってしまう。ひ ょっ とした らポス トモ
ダニズム、 ポス トコロニア リズム という概念 によって近代 の存在が追
認 され ている ところもあるのではないか と。た とえば、韓国近代 文学
とい うのは、私が大 学に通 っていた時期 には こうい う言葉 を使わなか
ったのです。中国 は現在 も近代文学 とい う言葉 を設定 して いないそ う
ですが、 それ は何故 なのか。近代 という言葉 に帝国主義の臭いが強烈
に入 っているか らなのではないか、私 は自分 な りにそう考 えてお りま
す。
一方で、韓国近代文学 は、 日本近代文学 の方法論 を盛 んに取 り入 れ
ている。た とえば、 肉筆原稿や書簡の重視、学会、個人学会、あ るい
は全集 の作 り方な どは、 日本近代文学 を意識 しなが ら作 りあげられた
もの と、私 は思い ます。韓国近代文学 は日本近代文学 に対 抗す る形 で、
あるいは日本近代文学 に照射 され るこ とによって出来上が った もので
あって、 それ 自体 として本当 に存在 しているのか疑 問なわ けです。 日
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